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データから学ぶ： どれが原因？どれが結果？

Causal inference in time series via supervised learning 

～教師あり学習に基づく時系列の因果推論～

時々刻々と変化する時系列データを対象に、その間の原因と結果の関係(因果関係)を自動的に発見
する研究です。例えば「研究費は売上に影響を与える」という因果関係は、企業が意思決定をする際
に有用な知見です。このほか、遺伝子制御ネットワークの推定など、多種多様な応用が期待できます。

因果関係を正しく推定するには、各データの性質に即して数式表現(自己回帰モデル)を選ぶ必要が
あり、データ分析の専門家でなければ困難でした。そこで 多様な性質を持つデータを用いて機械学習
モデルを学習することで、データ分析の専門知識なしに因果関係を推定できる技術を構築しました。

因果関係に関する知見によって、例えば売上を上げるために研究費を上げるといった重要な意思決
定を効果的に行うことができる未来をめざしています。そのために、データの間の相関関係がどのよう
に生じたものかを、因果関係の言葉でより正確に説明できる技術の実現をめざしています。
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時系列データから因果関係を推定する問題
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• データに適した予測式(自己
回帰モデル)を選ぶ必要がある

• 分析の専門家でなければ困難

本技術のポイント

データ分析の専門知識

がなくても高精度に

因果関係を推定できる

因果関係とは

(Granger因果性)

線形

モデル

非線形

モデル

X ←Y

X ←Y
X →Y

X →Y

X →Y X ←Y 因果なし

...

...

X → Y

因果なし

X ← Y

サンプリング

因果関係既知のデータ(訓練データ)

特徴ベクトル

(訓練)データから

因果関係の判定方法

を自動的に学習

様々な確率モデル

→

因果関係の違いを反映した

特徴を自動的に抽出

ポイント1. 

ポイント2. 

研究費 売上


